
「個性と一体感」、「伝統と新しさ」が共存する関西

　関西は、古くは日本の政治・経済・文化の中心であり、また海外との交流
における玄関口としても発展してきました。大阪は商都として商人の精神
と活気を育み、京都は千年の都として受け継がれる文化と伝統を守り続け、
神戸は港町として国際性と多様性を受け入れてきました。都市がそれぞれ
に個性を持ち、重心が一か所に集中しない多極的な構造でありながら、
地理的近接性がゆえに人の行き来や価値観の共有が自然と生まれ、「関西」

としての地域の一体感が形成されています。
　私は兵庫県で生まれ育ちましたが、今でも、友人や旧知の方々はもちろん、
そうした方々を介して新たなつながりが自然と広がっていき、人との縁が
緩やかに連鎖していく関西ならではの特徴を実感しています。関西には、
創業家や創業者の名を社名に残す企業に象徴されるような、百年以上
にわたり事業を続けてきた歴史ある企業が数多く存在します。そうした企
業群は、直接的な取引関係にとどまらず、価値観の共有や人材の行き来と
いった目に見えないかたちでも脈々とつながっており、関西の経済や社会
を支える基盤となっています。鋭い商機の目と合理性を重んじる土地柄で
ありながら、この土地に根付くひとや企業には、時に利害を超えて協力し
合おうとする気質があり、単なる地元への愛着を超えた、関西の発展に
関わっていくことをごく自然に捉えている力強さを感じます。
　百年企業の多くは明治期以降、急速に変化する社会のニーズを的確に
とらえて創業されたものですが、その起業家精神は、単なる創業者の志に
とどまらず、挑戦を恐れず変化を機と捉える地域の風土として今も受け
継がれており、それが関西における革新や挑戦を促す空気感をかたちづくっ
ているのだと感じています。
　いま関西では、都市再開発やインバウンド需要の急拡大に加え、大阪・

関西万博や国際イベントの開催を背景に、新たな成長に向けた動きが一気
に加速しています。こうした流れの中で、国際的な交流拠点としての都市
機能が一層高まり、観光分野においても、高付加価値志向や多様なニーズ
への対応が急速に進展しています。2025年4月には、日本で初めてとなる
米ヒルトンホテルの最上級ラグジュアリーブランド「ウォルドーフ・アストリ
ア大阪」が開業しました。このホテルは、オリックス・ホテルマネジメントが
運営を担っており、世界的なブランドと連携した高付加価値サービスの
提供を通じて、関西における都市ブランドの国際的な競争力向上に寄与す
ることが期待されています。

特集2　関西発の新たな価値創造
関西では、都市再開発とインバウンド需要の
拡大に加え、大阪・関西万博や国際イベントを
契機に成長への動きが勢いを増しています。
オリックスは、自ら関西エリアの成長の舵を取
り、地域とともに未来を築いてまいります。
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共通する思いは、「関西経済の発展に貢献したい」ということ

　オリックスは、創業の地である関西において、地域の企業や人の関係を
大切にしながらビジネスを広げ、個々の事業で実績を蓄積してきました。
1964年の設立以降、高度成長期にあって経済構造が急激に変化する中、
オリックスはリースを起点に多様な金融サービスを展開することで、企業
の持続的な成長と変化への対応を支援してきました。1988年に大阪を本
拠とするプロ野球球団を買収し、また、旅館・ホテルや水族館の運営など
地域に根差した活動の積み重ねに加え、2000年代以降はうめきた開発
区域の再開発への参画を通じて、事業の幅を広げるとともに、関西地域の
発展に貢献し、確かな信頼を築いてきました。
　2016年には、国内初の民間企業による本格的な空港運営事業に参入し、
現在、関西国際空港、伊丹空港、神戸空港の3空港を運営しています。
空港運営にあたっては、インフラの整備や、地域資源を活かした送客・誘客
など、地元経済界が一体となって取り組む必要がありますが、当時、お声
がけしたほとんどの企業様から前向きなご賛同をいただき、関西を地盤と
する約30社から合計20％の出資を受けるに至りました。関西企業が一体
となって地域の発展に貢献しようとする機運が広く共有されていたと感じ
ています。2030年秋には、大阪・夢洲において、米国のMGMリゾーツ・
インターナショナルと連携して進めている統合型リゾート(IR)を開業する
計画です。関西国際空港を起点とした国際的な交流人口の拡大を背景に、
インバウンド需要のさらなる取り込みと、滞在・体験価値の向上を図るこの
プロジェクトは、空港運営と同様、地元企業からの出資を受け入れ、長期的

視点で地域を成長させることを前提とした取り組みです。ビジネス・観光・
エンターテインメントの各機能を集約するこの拠点を通じて、関西全体の
国際競争力向上と経済活性化に一層寄与していきたいと考えています。

自ら仕掛け、求心力を発揮し、新しい価値を生み出していく

　新たな価値創造の一つとして、現在手がけているのが「空飛ぶクルマ
（eVTOL＊）」のインフラ構想です。空飛ぶクルマは、垂直に離着陸できる
電動の小型航空機で、ヘリコプターと比べて騒音が少なく、離着陸場

（ポート）も省スペースであることから、都市部や山間部でも活用が可能です。
実用化に向けては、安全性の確保、航路・運航ルールの整備、離着陸ポート
の設置など多くの課題がありますが、国を挙げた制度整備や民間企業に
よる技術開発が進展しており、段階的な社会実装が現実味を帯びてきて
います。オリックスは大阪・関西万博の会場内ポートの運営協賛を行い、
ポート運営の知見やノウハウを蓄積しています。今後の展開として瀬戸内海
エリアを含む関西圏内で約20カ所へのポート設置を構想しており、これが
実現すれば、関西3空港を起点として、ハブとなるポートからまたその先の
ポートに移動するなど、短時間で関西を周遊することも可能になると考え
ています。
　関西には、伝統工芸や世界遺産、食文化など、エリア全体に多種多様な
観光コンテンツがあります。空飛ぶクルマ導入の初期段階としては、質の
高いサービスや特別な体験を求める富裕層観光客を対象に、観光客が求め
ているモノ・コトを細かく分析し、宿泊施設や人材など、その土地の受け入れ
体制も考慮しながらwin-winが成立する場所への送客を実現したいと考え
ています。オリックスが自社だけでポートを整備するのは容易ではありません
が、土地や施設を持つ地元企業と連携し設置場所を確保できれば、観光
資源はありながらもアクセスが悪かった地域への誘客や、観光地間を結ぶ
新たな導線を構築することもできるのではないかと考えています。
　また、オリックスが持つ既存のアセットや事業を土台に、他社と連携しな
がら新たな事業やサービスを創出していく取り組みにも大きな可能性を
感じています。たとえば、野球場を、試合のある日だけでなく日常的に人が
集まり楽しめる場として発展させていく「ボールパーク」構想もその一つです。

「オリックスが持つコンテンツと組み
合わせて、もっと面白い場を一緒
につくりたい」と、他の企業の方か
ら声をかけていただく場面も出て
きています。私たちが自ら仕掛け
るだけでなく、既存事業が持つ求
心力によってパートナーが集まり、
共に地域や社会に新しい価値を
創っていくという広がり方も、関西
だからこそ実現できることだと思っています。

　IRの開業まであと5年です。開業により約1.5万人の雇用が創出される
見込みであり、今後、国内外から従業員が家族単位で移住することも想定
されます。事業を推進する立場として、このような方々の受け入れ環境の
整備にも責任をもって取り組む必要があると考えています。それぞれの文
化的背景や生活様式にあった居住地と住環境の整備がまずは急務です。
将来的な選択肢の一つとしては、法人営業を通じて築き上げてきたネット
ワークを生かして地元企業が保有する遊休地や不動産を活用し、建設・運営
を担う企業とのコンソーシアムを通じて社宅などの開発・運営スキームを
組成する構想を描いています。新築だけでなく、既存物件のリノベーション
も含め、立地や資産の有効活用の点でも大きな展開余地があると考えて
います。私たち関西人が主体となって関西の持続的な成長を描いていく、
これが目指す姿だと考えています。ひとりの関西人として、同じ思いを持つ
企業と連携し、長く暮らす人びとを含め、すべての人がこの地に根を下ろし、
安心して暮らし続けられる環境をともにつくっていきたいと考えています。

　関西では、地域や企業を超えた協力の土壌が育まれており、だからこそ、
単独では実現が難しいスケールの大きな挑戦にも踏み出せる可能性がある
と感じています。これからも知恵を絞り、地域やお取引様との対話を重ね
ながら、多くの方に「オリックスと一緒に挑戦したい」と思っていただけるよう
な存在を目指してまいります。

事業開始から9年を経て、リノベーションを完了した関西国際空港

大阪・関西万博に設置された空飛ぶクルマの
専用離着陸場「EXPO Vertiport」

＊ electric Vertical Take-Off and Landing aircraft
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